












































































































を χ2検定で検討したところ，有意な差はみられなかった（χ2 = 9.56, df = 6, n.s.）。
　友人に会うための手段について，男女別の人数をTable 1に示す。人数比を検討したところ，




も示した。Table 2の男女の差について，Mann-Whitney の U検定を行ったところ，会うまでに
かかる時間（U = 20702.5, p < .05; 男＜女），PC・インターネット頻度（U = 21086, p < .05; 男＜
Table 1　男女別の友人と会うための手段
性　　別
会うための手段 男　性 女　性 計
公共交通機関 人数 107 98 205
％ 41.00 53.55 46.17
自動車 人数 78 62 140
％ 29.89 33.88 31.53
徒歩 人数 76 23 99
％ 29.12 12.57 22.30
計 人数 261 183 444
％ 100.00 100.00 100.00
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平均値 標準偏差 中央値 最頻値
会うまでにかかる時間１） 67.52 77.76 40 10
会う頻度２） 88.77 103.78 30 234
携帯メール頻度 63.06 76.25 30 30
PC・インターネット頻度 30.68 75.06 0 0
手紙頻度 1.02 11.31 0 0
電話頻度 28.78 49.95 6.5 0
想起する頻度 97.30 98.74 52 130
〈男性〉
会うまでにかかる時間 67.66 77.60 30 10
会う頻度 93.62 101.10 52 234
携帯メール頻度 63.91 77.77 30 30
PC・インターネット頻度 23.56 61.68 0 0
手紙頻度 1.19 14.59 0 0
電話頻度 31.79 49.83 6.5 0
想起する頻度 84.43 86.74 52 130
〈女性〉
会うまでにかかる時間 67.31 78.21 40 60
会う頻度 81.84 107.39 12 234
携帯メール頻度 61.84 74.21 30 30
PC・インターネット頻度 40.84 90.02 0 0
手紙頻度 0.77 2.62 0 0
電話頻度 24.50 49.94 4.5 0


















1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8.
1. 出会った時期１） r ─  .09  .55 ***  .23 ***  .12 *  .05  .12 *  .32 ***
ρ ─  .35 ***  .60 ***  .32 ***  .10 * -.17 **  .11 *  .35 ***
2. 会うまでにかかる時間２） r ─ -.04 -.05  .05 -.02 -.15 ** -.02
ρ ─ -.05 -.07  .03 -.08 -.16 **  .01
3. 会う頻度３） r ─  .42 ***  .12 **  .10 *  .34 ***  .54 ***
ρ ─  .58 ***  .09 -.19 ***  .36 ***  .56 ***
4. 携帯メール頻度 r ─  .27 ***  .05  .49 ***  .46 ***
ρ ─  .22 *** -.03  .55 ***  .55 ***
5. PC・インターネット頻度 r ─ -.02  .11 *  .31 ***
ρ ─  .10 *  .20 ***  .20 ***
6. 手紙頻度 r ─  .08  .11 *
ρ ─ -.07  .00
7. 電話頻度 r ─  .39 ***
ρ ─  .37 ***
8. 想起する頻度 r ─
ρ ─
















「支援機能」得点とした。男女差の検討を行ったところ，親密性機能（男性M = -.13, SD = .96; 
女性M = .18, SD = .89; t (442) = 3.43, p < .001），安定化機能（男性M = -.17, SD = .93; 女性M 
= .24, SD = .89; t (442) = 4.61, p < .001），支援機能（男性M = -.17, SD = .90; 女性M = .25, SD = 
.86; t (442) = 4.95, p < .001）の３ついずれの機能得点においても男性より女性のほうが有意に高
い得点を示した。
Table 4　友人関係機能の因子分析結果（主因子法・Promax 回転後の因子パターン）
機能名 項　目　内　容 I II III
関係継続展望 彼（女）は，生涯の友となると思う  .84  .15 -.15
情緒的結びつき 彼（女）は，いわゆる「心の友」である  .68  .12  .12
相互理解 彼（女）の性格は，よく理解している  .61 -.09 -.08
人生の重要な意味 彼（女）は，自分の人生を語る上で欠かせない存在である  .60 -.05  .18
活動の共有 彼（女）とは，よく一緒に遊ぶ  .51 -.07  .09
肯定・受容 彼（女）は，自分の存在を受け入れてくれる  .42  .10  .16
気楽さ 彼（女）と一緒にいると，なんとなく楽だ -.02  .89 -.18
安心 彼（女）との関係は，とても安心する -.01  .86 -.09
娯楽性 彼（女）と一緒にいると，楽しい  .21  .44  .04
重要性 彼（女）は，なくてはならない友人である  .36  .44  .10
学習・自己向上 彼（女）との関係は，自分を精神的に成長させてくれる  .05 -.09  .73
尊敬・信頼 彼（女）を，尊敬している -.27  .34  .64
支援性 彼（女）は，ふだんから私を助けてくれる  .07  .05  .60
相談・自己開示 彼（女）は，よい相談相手である  .01  .13  .59
ライバル性 彼（女）は，いわゆる「ライバル」のような存在である  .11 -.33  .45
類似性 彼（女）とは，考え方が似ている  .06  .22  .23
因子間相関 I II III
I ─  .70  .58















1. 出会った時期 -.13 **  .04  .10 *
2. 会うまでにかかる時間 -.09  .01  .06
3. 会う頻度  .01  .06  .15 **
4. 携帯メール頻度  .18 ***  .16 **  .23 ***
5. PC・インターネット頻度  .22 ***  .19 ***  .19 ***
6. 手紙頻度  .19 ***  .17 ***  .18 ***
7. 電話頻度  .27 ***  .20 ***  .21 ***
8. 想起する頻度  .27 ***  .35 ***  .39 ***
〈男性〉
1. 出会った時期 -.11  .04  .07
2. 会うまでにかかる時間 -.07 -.01  .01
3. 会う頻度  .05  .10  .14 *
4. 携帯メール頻度  .24 ***  .18 **  .22 ***
5. PC・インターネット頻度  .19 **  .16 **  .15 *
6. 手紙頻度  .13 *  .11  .20 ***
7. 電話頻度  .33 ***  .22 ***  .20 ***
8. 想起する頻度  .36 ***  .41 ***  .41 ***
〈女性〉
1. 出会った時期 -.17 *  .03  .13
2. 会うまでにかかる時間 -.11  .04  .11
3. 会う頻度  .01  .08  .23 ***
4. 携帯メール頻度  .08  .13  .23 ***
5. PC・インターネット頻度  .25 ***  .21 ***  .22 ***
6. 手紙頻度  .18 *  .13  .03
7. 電話頻度  .19 **  .18 *  .26 ***
8. 想起する頻度  .11  .21 **  .29 ***








































1. 出会った時期１） -.17 ** -.08  .01
2. 会うまでにかかる時間２）  .04  .08  .10 *
3. 会う頻度３） -.02 -.03 -.02
4. 携帯メール頻度４）  .05  .08  .07
5. PC・インターネット５）  .16 **  .11 *  .10 *
6. 手紙のやりとり６）  .16 **  .13 **  .18 ***
7. 電話頻度７）  .17 **  .07  .11 *
8. 想起頻度８）  .12 *  .17 **  .20 ***
R2  .14 ***  .09 ***  .14 ***
〈男性〉
1. 出会った時期 -.10  .00 -.01
2. 会うまでにかかる時間  .01  .01  .04
3. 会う頻度 -.08 -.09 -.02
4. 携帯メール頻度 -.01  .05  .04
5. PC・インターネット頻度  .13 *  .11  .04
6. 手紙頻度  .09  .06  .19 **
7. 電話頻度  .25 ***  .11  .08
8. 想起する頻度  .22 ***  .25 ***  .30 ***
R2  .18 ***  .12 ***  .17 ***
〈女性〉
1. 出会った時期 -.37 ** -.33 ** -.10
2. 会うまでにかかる時間  .10  .21 **  .22 **
3. 会う頻度  .22 *  .26 *  .17
4. 携帯メール頻度  .13  .11  .10
5. PC・インターネット頻度  .23 **  .13  .17 *
6. 手紙頻度  .18 *  .12  .10
7. 電話頻度  .08  .06  .15
8. 想起する頻度 -.10 -.05 -.04
R2  .15 **  .10 *  .13 **



























のほうが多いという結果は，女性において SNS（Social Networking Service）を利用した友人と
のやりとりが多くなっていることを示唆しているのかもしれない。ただし，本研究の結果のみか
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Appendix　友人の特徴を測定するフォーム

